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ヘキサゴン機能

B
ラフアインバ

ウリントラファイン
パブル発生機能

10あたり

ヘキサゴン

変換装置
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この装置に通すことにより下記データに
みられる通りの水を供給します。

● 抗菌効果があります。
●抗菌力評価試験結果    (試験方法 :石炭酸係数法)

菌 名
1 初期菌数
|(CFU/m2)

24時間経過後の菌数
検体 1 検体 2 検体 3

大腸菌 42× 105 検出せず 検出せず 検出せず

黄色ブドウ球菌 4.5× 105 検出せず 検出せず 検出せず

レジオネラ菌

サルモネラ菌

46× 105 検出せず 検出せず

検出せず

検出せず

47× 105 検出せず 検出せず

検査機関 :社団法人京都微生物研究所

● ヘキサゴンを通した水は自然に水素量が増カロ

バ
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サゴンを通した ます。
残留塩素刺激の緩和

メーカーヘキサゴン装置使用

検査機関 :一般財団法人 新潟県環境衛生研究所

● マイクロバブルが発生することが
|‐Ⅲ■ヽⅢI・

ています。
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キミオテラは放射量 (テラ波)が =
多いという特徴を持ちますも    '‐

~

πウォーター
πセラミックを通るとπウォーター

が生成されます。πウォーターは生

体水に近い水と言われています。

”
よ ●簡易テラヘルツ波放射量 検査表 2014年 1月 28日

※lmW(ミ リワット)=1000μ  W  lW(ワ ツト)=1000mW
lKW(キロワット)=1000W  lMW(メ ガワット)=1000KW

國□匹囮諷L
気軽に楽しめる !ボカポカ温浴。
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●水素水に

■■■
0分後 48時間後24時間後

〈経過時間〉

検 査 項 目

残留塩素の減量

遊離残留塩素

(検液)

単位 検 査 結 果

my2 1.1

mg/2 o. 1t;ffi lxxx

検 査 方 法

計算による

DPD法

遊離残留塩素

(空試験液)
mg/2 11 *** DPD法

品 名

キミオライト粉末

総照射時間 (分 )1加工前(放射量/m]) 加工後(放射量/m[)

30 5OOpW SOON/W

■お問い合わせ ■発売元

|
株式会社ディアノイア

青森県弘前市山王町 15-1
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